
（土木）６６号

水路改修工事（Ｒ６－１）（余フ）

№ 図面番号 内訳書番号 質疑事項 回答

1

地盤改良について

安定処理工(自走式土質改良工)で施工不可能な場合は、工法

を含めて変更協議の対象となりますか。

施工を進めていく中で変更の必要が判断される場合については、監督員と協議

の上、設計変更の対象とします。

2

仮締切について

底版コンクリート打設後、鋼矢板の引抜きを行った箇所の底

版コンクリートの打設方法についてご教授ください。鋼矢板

引抜後の水替えをどのように設計では考えているのでしょう

か。

１．鋼矢板周りに埋設用型枠（H：砕石基礎～水面）を設置する。

２．右岸、左岸の底版コンクリートをそれぞれ打設する。

３．鋼矢板を引き抜く。

４．引き抜いた箇所にコンクリートを打設する。

５．底版コンクリートより上の型枠を外し、完了。

以上の考えで検討しています。引抜後の水替えは考えておりません。

3

化粧型枠について

図面では化粧型枠が計上されていますが、設計図書及び見積

参考資料には計上されていません。化粧型枠の詳細を明示く

ださい。

設計で化粧型枠は考えておりません。一般型枠で施工した場合の仕上がりを考

えています。

「前面化粧コンクリート型枠」と記載していますが、「前面化粧コンクリート

＝矢板の前面を巻きたてるコンクリート」という意味合いで記載しておりま

す。

4
仮排水路について

コルゲートは購入と考えてよろしいでしょうか。
その通りです。

5

6
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